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反
対
討
論

　

松
本　

幸　

議
員

　

４
９
０
万
円
か
け
凍
結

対
策
を
す
る
の
で
は
な
く
、

除
雪
や
塩
カ
ル
を
撒
く
な

ど
の
施
設
管
理
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

下
谷　

彰
一　

議
員

　

趣
旨
と
し
て
は
賛
成
で

き
る
が
、
当
初
設
計
か
ら

思
い
や
り
駐
車
場
の
設
置

位
置
を
サ
ー
ラ
嬬
恋
側
に

設
置
し
、
駐
車
場
屋
根
と

本
体
を
一
体
に
す
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

賛
成
討
論

　

大
久
保　

守　

議
員

　

既
に
施
工
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
ら
、
こ
れ
を

通
さ
な
け
れ
ば
壊
す
の
か

と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
賛
成
と
し
た
い
。

 

変
更
契
約
３
件
を
報
告

○
サ
ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋

会
館
）
建
設
工
事
（
建
築

工
事
）

・
契
約
の
相
手

佐
田
・
渡
辺　

サ
ー
ラ

嬬
恋
（
旧
嬬
恋
会
館
）

建
設
工
事（
建
築
工
事
）

特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

・
契
約
金
額

変
更
前

　

億
８
３
６
０
万
円

１１変
更
後

　

億
８
７
９
２
万
３
千
円

１１○
サ
ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋

会
館
）
建
設
工
事
（
機
械

設
備
工
事
）

・
契
約
の
相
手

藤
田
・
嬬
恋
水
道　

サ

ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋
会

館
）
建
設
工
事
（
機
械

設
備
工
事
）
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

・
契
約
金
額

変
更
前

４
億
２
６
８
０
万
円

変
更
後

４
億
２
８
７
５
万
８
千
円

○
サ
ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋

会
館
）
建
設
工
事
（
舞
台

設
備
工
事
）

・
契
約
の
相
手

株
式
会
社
松
村
電
機
製

作
所　

東
京
支
店

・
契
約
金
額

変
更
前

２
億
５
７
４
０
万
円

変
更
後

２
億
６
２
１
３
万
円

○
サ
ー
ラ
嬬
恋　

一
般
家

具
・
什
器
備
品
購
入

・
契
約
の
相
手

　

フ
ジ
コ
ー
株
式
会
社

・
契
約
金
額

１
８
１
１
万
７
千
円

○
サ
ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋

会
館
）
建
設
工
事　

外
構

工
事

・
契
約
の
相
手

　

大
久
保
産
業
株
式
会
社

・
契
約
金
額

変
更
前

５
１
４
２
万
５
千
円

変
更
後

５
８
２
３
万
４
千
円

　

議
会
無
視
の

　
　
　

先
行
着
工
を
問
題
視

討　

論

第
4
回　

臨
時
議
会

工事請負契約の変更を否決
スロープへの電熱線設置

議決を経ず着工
サーラ嬬恋（旧嬬恋会館）建設工事（電気設備工事）

専
決
処
分
の
報
告

　

第
４
回
の
臨
時
会
が
８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、

新
嬬
恋
会
館
建
設
事
業
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告

３
件
及
び
工
事
請
負
契
約
の
変
更
２
件
、
物
品
購

入
１
件
の
計
３
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
２
件

を
可
決
、
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
サ
ー
ラ
嬬
恋
の
ス
ロ
ー

プ
部
分
に
融
雪
用
の
電
熱
線
を
埋
設
す
る

も
の
で
、
４
９
０
万
円
の
増
額
変
更
と
な

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
東
部
小
学
校
側
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
思
い
や
り
駐
車
場
」
か
ら
車
椅

子
利
用
者
等
が
ス
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
入
館

す
る
際
、
冬
場
の
凍
結
に
よ
る
転
倒
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
を
議
員
が
指
摘
し
、
凍
結

対
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

質
疑
の
中
で
、
当
該
工
事
の
変
更
部
分

に
あ
た
る
電
熱
線
設
置
工
事
が
議
決
前
に

施
工
さ
れ
て
い
た
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
こ

れ
に
大
多
数
の
議
員
が
批
判
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
熱
線
の
設
置
自
体
を
疑
問
視

す
る
意
見
も
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
反
対

多
数
（
賛
成
１
、
反
対　

）
で
否
決
と
な

１０

り
ま
し
た
。

　

否
決
さ
れ
た
工
事
請
負
契
約
の
変
更
は

第
５
回
定
例
会
で
専
決
処
分
の
報
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。（
関
連
７
ペ
ー
ジ
）

変
更
契
約
１
件
を
承
認

物
品
購
入
１
件
を
承
認
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令和6年度決算を認定
第
5
回

定
例
会

一般会計
   歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入歳入  93億2,636万円

　（対前年比7.4％増）
   歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出出出出出出出歳出  87億2,599万円

 （対前年比10.8％増）

教育費77.4％増（対前年比）
　　新嬬恋会館建設事業など

※本文中の金額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

　

令
和
７
年
第
５
回
定
例
会

は
、
９
月
１
日
か
ら　

日
ま

１２

で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催

１２

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

人
事
案
件
、
各
会
計
の
決
算

認
定
、
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
、
物
品
購
入
、
工

事
請
負
契
約
の
変
更
な
ど　
１７

件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は　

・　

ペ
ー

１６

１７

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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※
質
疑
応
答
の
一
部

問　
村
税
の
不
納
欠
損
に

お
け
る
前
年
度
と
の
比
較

は
。

答　
令
和
６
年
度
の
村
税

全
体
の
不
納
欠
損
が
３
３

２
万
３
１
２
０
円
で
昨
年

度
よ
り
１
０
２
万
７
３
９

６
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

村
税
の
収
納
率
は
０
・　
１４

％
増
と
な
っ
て
い
る
。

問　
普
通
交
付
税
が
１
億

４
６
２
５
万
７
千
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
が
要
因
は
。

答　
基
準
財
政
需
要
額
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

主
な
内
容
は
、
こ
ど
も
子

育
て
費
の
新
設
や
光
熱
費

の
高
騰
、
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給

に
よ
り
自
治
体
の
負
担
増

が
考
慮
さ
れ
、
包
括
算
定

経
費
の
算
定
基
礎
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

過
疎
債
と
辺
地
債
の
償
還

額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
交
付
税
の
参
入
枠
が
増

加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

問　
入
湯
税
が
前
年
度
比

５
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
要
因
は
。

答　
鹿
沢
地
区
以
外
の
全

て
の
地
区
で
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

　

特
に
万
座
地
区
に
お
い

て
は
、　

月
か
ら
２
月
ま

１２

で
の
冬
期
の
入
り
込
み
が

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

○
総
務
費

問　
上
田
地
域
定
住
自
立

圏
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い

る
婚
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
実

績
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

実
績
が
あ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
実
施
回
数
を
増
や

す
な
ど
検
討
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

答　
担
当
者
会
議
の
中
で

提
案
し
た
い
。

○
農
業
費

問　
嬬
恋
農
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
補
助
金
が
支
出

さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
テ

レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
放
映
に
よ
る

消
費
宣
伝
だ
が
、
情
報
を

得
る
媒
体
は
時
代
が
代
わ

り
テ
レ
ビ
か
ら
ネ
ッ
ト
へ

移
行
し
て
い
る
。
宣
伝
方

法
の
転
換
を
提
案
さ
れ
て

は
ど
う
か
。

答　
今
年
度
、
Ｊ
Ａ
嬬
恋

村
と
も
協
議
を
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
内
容
の
提
案
も

行
っ
て
い
る
。

問　
木
育
推
進
事
業
の
今

後
の
展
開
は
何
か
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

答　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

誕
生
祝
い
品
の
配
布
を
行

っ
て
い
る
。
始
め
た
ば
か

り
の
事
業
で
も
あ
る
た
め
、

今
年
度
、
関
係
者
と
協
議

を
す
る
場
を
設
け
、
検
討

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

歳出決算額歳入決算額会 計 名

15億528万円
2,698万円

15億3,911万円
2,698万円

国民健康保険特別会計 （事業勘定）
 （直営診療所施設勘定）

9億1,053万円10億1,486万円介護保険特別会計 （介護事業勘定）

2億937万円2億937万円後期高齢者医療特別会計

26億5,216万円27億9,032万円

■公営企業決算
支出済額収入済額会 計 名

1億2,708万円
1億5,172万円

1億3,622万円
1億616万円

簡易水道事業 （収益的）
 （資本的）

1億2,878万円
3億4,160万円

1億8,907万円

1,105万円
上水道事業 （収益的）
 （資本的）

4億5,415万円
2億3,298万円

5億98万円
3,917万円

下水道事業 （収益的）
 （資本的）

14億3,631万円9億8,265万円

■特別会計決算

誕生祝い品「玉菜」

決
算
審
査

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出
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　 監査委員から令和６年度決算について報告がありました 　

一般会計について
　
（１）総　括
　令和６年度一般会計の決算は、歳入総額９３億２,６３５万８千円（前年度比７.４％増）、歳出総額８７
億２,５９９万１千円（前年度比１０.８％増）となり差引６億３６万７千円の黒字決算であった。翌年度へ
繰り越すべき財源２億５５０万６千円を差し引いた実質収支では３億９,４８６万１千円で、この実質
収支から前年度の実質収支６億１,７９０万３千円を差し引いた単年度収支は２億２,３０４万２千円の
赤字となった。
　　
（２）審査意見
　一般会計における歳入総額に占める財源割合については、自主財源が３４億７,９８６万２千円の
３７.３１％、依存財源が５８億４,６４９万６千円の６２.６９％となり、自主財源は前年度比４.８８％減となって
いる。
　自主財源の根幹となる村税の収入済額では、前年より０.１６％増でほぼ横ばいとなっているが、
滞納整理における債権差押え等の実績は５１２件で前年より２７６件増となっている。今後も税負担
の公平と財源確保の観点から、積極的に徴収業務を遂行されることを期待する。
　ふるさと納税「愛する嬬恋基金」については、近年寄付者及び寄付額が増加している一方で、
中間事業者との契約により費用の割合も増加している。ふるさと納税に係る事務経費の基準を
順守しつつ、歳入の確保はもとより、観光や産業の振興を図る上でも有益なことから、今後も
ふるさと納税を活用した財源確保に向けた取り組み及び対策の強化を要望したい。
　今後計画される役場庁舎等の公共施設建設のためにも、また将来にわたり安定した質の高い
行政サービスの提供のためにも、事業の精査や見直しを行うとともに、一層の歳入確保に向け、
創意工夫をもち積極的に推進するよう期待したい。
　歳出においては、令和７年１０月開館となるサーラ嬬恋建設関連予算や物価高騰に対する住民
負担軽減策など、緊急かつ重要な事業により歳出が増加となった。
　今後も物価やエネルギー価格の高騰が続けば、村の財政はさらに厳しさを増すことが予想さ
れる。このような状況下、限られた財源を最大限に活用し、多岐にわたる行政課題に対応して
いくためには、より一層の行財政運営の効率化が求められる。
　一般会計の財政比率について、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は９１.０％と前年度より
１.０％上回った。７０％以下を目標としていることから、引き続き歳入の確保と経常経費の削減に
努める必要がある。
　財政健全化法に伴う実質公債費比率は１０.５％と前年度より０.２％下回った。目標とする１５.０％
以内であり努力がうかがえるが今後も地域経済の活性化を図りつつ、将来住民に負担を強いる
ことのないような財政運営を求める。
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●令和6年度決算における健全化判断比率
早期健全化基準令和５年度令和６年度

15％以上−(赤字なし)−(赤字なし)実 質 赤 字 比 率

20％以上−(赤字なし)−(赤字なし)連結実質赤字比率

25％以上10.7%10.5%実 質 公 債 費 比 率

350％以上−(赤字なし)−(赤字なし)将 来 負 担 比 率

①実質赤字比率とは…普通会計の赤字額が標準財政規模に占める割合

②連結実質赤字比率とは…全会計の赤字額が標準財政規模に占める割合

③実質公債費比率とは…普通会計が負担する実質的な負債額が標準財政規模

に占める割合、３カ年の平均

④将来負担比率とは…普通会計が将来負担すべき実質的な負債額が標準財政

規模に占める割合

実質公債費比率
 10.5％に

群馬県の実質公債費比率
 (R6決算時)

　・群 馬 県　 9.2％
　・市 町 村
　　　最　　高 15.8％
　　　最　　低 3.1％
　　　平　　均 5.9％

●実質公債費比率の推移

■令和7年度 一般会計補正予算を承認■

主 な 内 容総　額補正額会計名

780万円嬬恋高等学校活性化対策事業87億5,729万6千円2億7,513万2千円一般会計

1億9,743万円財政調整基金積立金

2,000万円緊急路面維持修繕事業

1,072万円災害対策事業

問　
嬬
恋
高
等
学
校
活
性

化
対
策
事
業
７
８
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
内

容
は
。

答　
昨
年
度
も
全
国
募
集

す
る
生
徒
受
け
入
れ
の
た

め
、
村
営
住
宅
（
芦
生
田

　

Ａ
棟
）
の
２
戸
を
改
修

８０し
た
。
昨
年
度
改
修
分
に

つ
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ト
・

ス
キ
ー
選
択
の
生
徒
が
入

居
し
て
い
る
。
現
在
行
っ

て
い
る
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
等
の
感
触
か
ら
、
未
来

留
学
に
よ
る
数
名
の
入
学

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
村

営
住
宅（
芦
生
田　

Ａ
棟
）

８０

の
２
戸
を
改
修
し
、
生
徒

の
受
け
入
れ
先
を
整
備
す

る
。

問　
決
算
剰
余
金
か
ら
財

政
調
整
基
金
積
立
金
１
億

９
７
４
３
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
積
立
後
の

基
金
総
額
は
。

答　
令
和
７
年
度
末
で　
１１

億
３
６
０
０
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。 質　

疑
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第
4
回
議
会
臨
時
会
で

否
決
さ
れ
た
サ
ー
ラ
嬬
恋

（
旧
嬬
恋
会
館
）
建
設
工

事
（
電
気
設
備
工
事
）
の

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
、
第
5
回
議
会
定

例
会
に
お
い
て
専
決
処
分

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
村
長
に

お
い
て
専
決
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
項
の
範
囲

内
で
あ
る
が
、
一
度
議
会

で
提
案
さ
れ
、
否
決
と
な

っ
た
案
件
。
法
的
に
問
題

が
な
く
て
も
、
道
義
的
責

任
・
政
治
的
責
任
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
三
役
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

村
長

　

深
く
責
任
を
感
じ
て
い

る
。
今
回
を
機
に
今
後
は

よ
り
一
層
、
予
算
や
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
議
会
と
協
議
を
し
、

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

副
村
長

　

当
初
、
議
会
へ
丁
寧
に

説
明
す
べ
き
案
件
と
判
断

し
、
専
決
処
分
で
は
な
く
、

議
案
で
の
提
出
と
し
た
。

　

結
果
的
に
混
乱
を
招
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
関
し

て
、
非
常
に
申
し
訳
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

教
育
長

　

ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お

か
け
し
大
変
申
し
訳
な
く

感
じ
て
い
る
。

　

事
前
に
細
か
な
説
明
を

行
い
、
理
解
を
い
た
だ
く

必
要
が
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。専

決
処
分
と
は

　

村
長
が
議
会
に
代
わ
っ

て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と

で
す
。
専
決
処
分
を
す
れ

ば
、
議
会
が
議
決
し
た
の

と
全
く
同
じ
法
的
効
果
が

発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
専
決
処
分
に
は
、

２
つ
の
場
合
が
あ
り
、

１　

地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
る
も
の
で
、
緊
急
を

要
し
、
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
と

き
等
に
専
決
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
専
決
処
分

を
し
た
場
合
は
、
次
の
議

会
に
お
い
て
、
報
告
し
、

承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

２　

議
会
の
委
任
に
よ
る

も
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
議

会
が
指
定
し
た
少
額
の
契

約
変
更
（
契
約
金
額
の　
１０

分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

そ
の
額
が
５
０
０
万
円
を

超
え
る
場
合
は
除
く
）
な

ど
、
軽
易
な
事
項
に
つ
い

て
迅
速
な
処
理
を
図
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
専
決
処
分

を
し
た
場
合
は
、
議
会
の

承
認
は
不
要
で
、
報
告
の

み
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
専
決
処
分
は
、

２
の
議
会
の
委
任
事
項
に

よ
る
範
囲
内
で
の
契
約
変

更
に
な
り
ま
す
。

変
更
契
約
２
件
を
報
告

○
サ
ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋

会
館
）
建
設
工
事
（
電
気

設
備
工
事
）

・
契
約
の
相
手

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

Ｙ
Ａ
・
三
原
電
業
電
気

設
備
工
事
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

・
契
約
金
額

変
更
前

２
億
１
２
１
９
万
円

変
更
後

２
億
１
７
０
９
万
６
千
円

○
サ
ー
ラ
嬬
恋
（
旧
嬬
恋

会
館
）
建
設
工
事
（
建
築

工
事
）

・
契
約
の
相
手

佐
田
・
渡
辺　

サ
ー
ラ

嬬
恋
（
旧
嬬
恋
会
館
）

建
設
工
事（
建
築
工
事
）

特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

・
契
約
金
額

変
更
前

　

億
８
７
９
２
万
３
千
円

１１変
更
後

　

億
９
２
１
６
万
９
千
円

１１

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

○
氏
名

　

松
本　

淳
子　

さ
ん

○
任
期

　

自
令
和
７
年　

月　

日

１０

１２

　

至
令
和　

年　

月　

日

１１

１０

１１

 

物
品
購
入
１
件
を
承
認

○
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
付
き

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
型
積
載
車

・
契
約
の
相
手

温
井
自
動
車
工
業
株
式

会
社

・
契
約
金
額

　

２
５
１
３
万
５
千
円

議
会
が
否
決
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
  
工
事
請
負
契
約
の
変
更
を
専
決
処
分

専
決
処
分
の
報
告

嬬
恋
村
教
育
委
員
会　

委
員
の
任
命
同
意

請
負
契
約
の
締
結

完成したサーラ嬬恋
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今
回
の
定
例
会
で
提
案

さ
れ
た
議
案
の
審
議
及
び

サ
ー
ラ
嬬
恋
建
設
工
事
の

進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
よ

り
、「
本
体
工
事
、
太
陽

光
蓄
電
池
、
地
中
熱
設
備

工
事
に
つ
い
て
は
、
８
月

　

日
に
引
き
渡
し
と
な
り
、

２９外
構
工
事
は
現
在
施
工
中
、

備
品
関
係
に
つ
い
て
は
９

月　

日
納
品
予
定
と
な
っ

１９
て
い
る
。

　

引
越
作
業
は
９
月
中
旬

か
ら
行
い
、　

月
１
日
竣

１０

工
式
開
催
に
向
け
進
め
て

い
く
。

　

事
業
費
は
、
８
月　

日
３１

現
在
で
本
体
工
事
、
外
構

工
事
・
備
品
関
係
、
設
計

監
理
の
合
計
で　

億
２
４

２３

２
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

問　
機
械
運
転
時
の
振
動

音
を
防
ぐ
た
め
、
地
下
室

に
防
振
対
策
を
施
し
た
と

聞
い
た
が
検
査
時
に
確
認

は
さ
れ
た
か
。

答　
７
月　

日
に
音
響
測

１５

定
を
行
っ
て
お
り
、
機
械

運
転
時
の
振
動
音
が
音
響

へ
影
響
し
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

　

農
林
振
興
課
よ
り
、「
ク

マ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人

身
被
害
増
加
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
な
か
、
迅
速

か
つ
安
全
な
対
応
の
必
要

性
が
高
ま
り
、
国
に
お
い

て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
に

な
る
。

　

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
が
人

間
の
生
活
圏
に
出
没
し
た

場
合
、
市
町
村
が
条
件
付

き
で
銃
猟
を
許
可
で
き
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
捕
獲
を
行
う

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

作
成
や
装
備
品
等
を
早
急

に
整
え
、
体
制
整
備
を
進

め
た
い
」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

問　
安
全
性
確
保
の
た
め

通
行
規
制
や
避
難
喚
起
等

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
農
林
振
興
課
の
体

制
で
実
施
可
能
な
の
か
。

答　
状
況
に
も
よ
る
が
他

課
か
ら
の
応
援
が
必
要
な

場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も

含
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
現
場
に
よ
っ
て
状
況

は
違
う
が
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
き
た
い
。

　

未
来
創
造
課
よ
り
令
和

６
年
度
の
事
務
事
業
評
価

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

問　
少
子
化
対
策
事
業
は

重
点
化
事
業
と
さ
れ
て
い

る
が
決
算
額
は　

万
５
千

１７

円
と
少
額
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
考
え
は
。

答　
現
在
は
結
婚
新
生
活

支
援
補
助
金
が
主
に
な
っ

て
い
る
。
決
算
額
は
少
額

だ
が
村
と
し
て
の
重
点
課

題
で
あ
り
、
少
子
化
対
策

は
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
観
光
情
報
発
信
事
業

も
同
様
に
重
点
化
で
あ
り

な
が
ら
少
額
の
決
算
と
な

っ
て
い
る
が
考
え
は
。

答　
観
光
情
報
に
つ
い
て

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
情
報
が
乱
立
し
て

い
る
部
分
が
あ
る
。
今
年

度
中
に
観
光
分
野
に
関
し

て
は
、
観
光
協
会
へ
一
本

化
し
た
い
。

　

ま
た
、
世
代
に
よ
り
情

報
を
取
得
す
る
メ
デ
ィ
ア

は
異
な
る
た
め
、
各
世
代

に
合
わ
せ
た
発
信
を
し
て

い
き
た
い
。

　

嬬
恋
村
Ｄ
Ｘ
戦
略
官
の

日
髙
氏
よ
り
、「
基
盤
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
と
し
て
Ｒ
Ｔ

Ｋ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
を
進

め
て
お
り
、
９
月
末
ま
で

に
は
設
置
が
完
了
す
る
予

定
。
設
置
後
、
嬬
恋
村
ド

ロ
ー
ン
推
進
協
議
会
と
連

携
し
、
運
用
フ
ロ
ー
の
調

整
を
行
い
、
準
備
が
整
い

次
第
、
テ
ス
ト
運
用
を
開

始
す
る
。

　

ま
た
、
吾
妻
農
業
事
務

所
が
主
催
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
勉
強
会
に
て
、
実
用

性
向
上
と
運
用
検
証
を
進

め
て
い
く
。

　

農
業
分
野
の
実
証
準
備

に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
自
動
運
転
や
農
地
の

生
育
管
理
な
ど
、
社
会
実

装
に
向
け
て
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
農
業
・
食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

と
連
携
し
実
証
実
験
の
内

容
を
検
討
し
て
い
る
。

　

災
害
分
野
に
つ
い
て
は
、

防
災
科
学
技
術
研
究
所
と

協
力
し
、
実
験
を
実
施
し

て
お
り
、
技
術
的
な
検
証

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、　

月　

日
の
防

１０

１２

災
の
日
に
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
、
大
型
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
実
証
訓

練
を
計
画
し
て
い
る
」
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
課
よ
り
、「
今
年
度

採
択
と
な
っ
た
新
規
事
業
、

内
閣
府
の
第
二
世
代
交
付

金
の
獲
得
を
目
指
し
、
本

格
的
に
来
年
度
か
ら
動
き

出
し
た
い
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
未
来
創

造
課
よ
り
、「
嬬
恋
村
統
計

書
（
令
和
６
年
統
計
調
査

結
果
）」「
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
」

「
青
山
国
有
林
」に
つ
い
て

　

住
民
課
よ
り
、「
吾

妻
郡
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
進
捗
状

況
」
に
つ
い
て

　

建
設
課
よ
り
、「
上

信
自
動
車
道
嬬
恋
バ

イ
パ
ス
」
に
つ
い
て

　

観
光
商
工
課
よ
り
、

「
バ
ラ
ギ
温
泉
セ
ン

タ
ー
湖
畔
の
湯
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ー
ラ
嬬
恋
建
設
工
事

の
進
捗
状
況

事
務
事
業
評
価

全
員
協
議
会

改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法

に
基
づ
く
緊
急
銃
猟
制

度

未
来
技
術
社
会
実
装
事

業
の
進
捗
状
況

RTKアンテナ（第4分団詰所屋根）
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企
業
版
関
係
人
口
創
出

事
業
で
採
択
し
た
Ｊ
Ｖ
Ｒ

（
株
）
よ
り
事
業
内
容
に

つ
い
て
、「
空
き
家
・
空

き
別
荘
の
再
生
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
主
に
別
荘
を

所
有
し
て
い
る
も
の
の
、

使
わ
ず
放
置
し
て
い
る

方
々
を
対
象
に
、
別
荘
を

貸
別
荘
や
宿
泊
施
設
と
し

て
再
生
し
、
適
切
な
維
持

管
理
の
サ
ポ
ー
ト
と
都
内

在
住
の
投
資
家
や
企
業
向

け
に
、
別
荘
の
購
入
か
ら

宿
泊
施
設
と
し
て
の
規
格

・
開
発
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
事
業
を
中

心
に
展
開
し
、
２
年
弱
で

約　

棟
の
別
荘
を
再
生
さ

２０
せ
て
い
る
。

　

嬬
恋
村
で
は
、
人
口
約

９
千
人
に
対
し
、
別
荘
が

約
１
万
数
千
戸
以
上
あ
る

と
い
う
実
態
が
あ
り
、
多

く
の
別
荘
は
築
年
数
が
古

く
活
用
さ
れ
な
い
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
空
き
別
荘
を

再
生
し
、
宿
泊
施
設
や
貸

別
荘
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
観
光
客
だ
け
で

な
く
、
移
住
者
も
増
え
、

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

増
加
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
貸
別
荘
や
民
泊
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

地
域
住
民
と
事
業
者
双
方

に
と
っ
て
有
益
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
は
必
要
不

可
欠
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
嬬
恋
村
の
空
き

別
荘
を
「
負
債
」
で
は
な

く
「
資
産
」
と
し
て
捉
え

直
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

総務文教常任委員会
・採択団体から事業内容を報告

委員長：大久保守　副委員長：土屋哲夫
委　員：黒岩智未、佐藤鈴江、土屋幸雄、
　　　　大野克美

企
業
版
関
係
人
口
創

出
事
業
に
つ
い
て

　

農
林
振
興
課
よ
り
、「
８

月
末
時
点
で
の
捕
獲
頭
数

は
、
イ
ノ
シ
シ
が　

頭
、

５５

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が　

頭
２０

（
９
月
８
日
時
点　

頭
）、

３０

ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
８
頭
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
２
５

１
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
実

績
が
３
０
３
頭
で
、

８
月
末
時
点
で
既
に

昨
年
度
の
実
績
に
迫

る
数
字
と
な
っ
て
い

る
が
、
作
物
被
害
に

お
い
て
は
頭
数
ほ
ど

の
被
害
は
出
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

に
お
い
て
も
、
作
物
被
害

を
受
け
て
の
捕
獲
は
１
件

の
み
と
な
っ
て
い
る
」
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
委
員
か
ら

愛
妻
の
丘
へ
完
全
循
環
型

水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
提
案
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
は
、「
検
討
す

る
価
値
は
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
や
維
持
管
理
の
課
題

も
あ
る
。
ま
ず
は
勉
強
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

産業建設常任委員会
・ニホンジカの捕獲頭数が増加

委員長：松本　幸　副委員長：下谷彰一
委　員：伊東正吾、黒岩敏行、石野時久、
　　　　伊藤洋子

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭

数
の
報
告

　

未
来
創
造
課
よ
り
、「
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
は

８
月
末
時
点
で
１
億
４
４

２
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
の
８
月
末
時
点
よ

り
７
４
２
６
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要

因
に
つ
い
て
は
、
中
間
管

理
業
者
に
よ
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
活
用
が
大
き
い
。

　

次
に
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
は
、
村
の
事

業
に
対
す
る
企
業
の
共
感

か
ら
生
ま
れ
る
。
そ
の
た

め
、
村
が
ど
の
よ
う
な
事

業
に
力
を
入
れ
て
い
る
か

を
明
確
に
示
し
、
企
業
の

理
念
と
合
致
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。 

　

本
村
で
は
、
次
の
４
つ

を
活
用
方
針
と
す
る
。

〇
地
方
に
仕
事
を
つ
く
る

〇
人
の
流
れ
を
つ
く
る

〇
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

　

に
希
望
を
か
な
え
る

〇
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く

　

る

　

寄
付
を
募
る
に
あ
た
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
同
様
に

中
間
管
理
業
者
へ
依
頼
し
、

企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
、
営
業
・
広
報

活
動
を
担
っ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
村
と
関
係
の
あ

る
企
業
に
対
し
て
は
、
独

自
に
村
の
政
策
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
賛
同
を
得
な
が
ら

寄
付
を
募
っ
て
い
き
た

い
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
事
業
者

を
招
き
、「
特
定
技
能
１
号

外
国
人
就
労
者
の
循
環
型

就
業
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

完全循環型水洗トイレ

村活性化対策特別委員会
・ふるさと納税寄付額
　8月末時点で1億4,423万円

委員長：石野時久　副委員長：黒岩智未
委　員：全議員
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今
年
は
例
年
に
な
い

猛
暑
で
エ
ア
コ
ン
な
し
で

は
辛
い
夏
だ
っ
た
。
近
い

将
来
、
熱
中
症
の
頻
発
、

ま
た
、
生
活
様
式
の
変
化

も
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
の
地
球
規
模
の
温
暖

化
に
対
し
、
村
民
の
生
命

を
守
る
た
め
の
予
防
策
は

考
え
て
い
る
か
。

 

村
長　

昨
年
来
、
各

地
区
の
公
民
館
や
集
会
施

設
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

て
い
る
。

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
熱
中
症
対
策
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
に
お
い
て
、
制
度
の
概

要
や
予
防
行
動
に
つ
い
て

周
知
し
て
い
る
。

問答

　

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

い
高
齢
者
な
ど
へ
の
効
果

的
な
情
報
提
供
方
法
や
公

民
館
等
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

温
暖
化
に
よ
る
一
次

産
業
へ
の
影
響
は
ま
だ
大

き
く
は
な
い
が
行
政
と
し

て
で
き
る
対
策
は
あ
る
か
。

 

村
長　

作
物
へ
の
影

響
は
予
想
さ
れ
る
が
、
村

と
し
て
の
対
応
は
難
し
い

た
め
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
し
、
将
来
を
見
据
え
、

高
温
耐
性
品
種
の
開
発
や

栽
培
時
期
の
調
整
、
キ
ャ

ベ
ツ
以
外
の
野
菜
・
果
樹

等
の
栽
培
も
視
野
に
入
れ

た
方
策
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

 

温
暖
化
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
は
い
え
、
本

村
は
ほ
か
の
地
域
よ
り
涼

し
く
、
こ
の
自
然
環
境
が

売
り
の
三
次
産
業
は
来
訪

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
活
性
化
で
き
る

方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

問答問

 

村
長　

８
月
の
入
込

客
数
は
涼
を
売
り
に
か
な

り
の
集
客
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
安
定
し
た
雇
用
が

確
保
で
き
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
稼
働
部
屋
数
を
減

ら
し
て
営
業
す
る
施
設
も

多
い
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

　

夏
の
お
客
様
に
対
し
、

他
の
季
節
に
リ
ピ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施

策
を
地
域
ご
と
に
検
討
し

た
い
。

 

温
暖
化
に
よ
る
火
山
、

河
川
、
傾
斜
地
の
災
害
時

の
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

 

村
長　

本
村
で
は
、

地
域
防
災
計
画
の
策
定
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
災
害

時
の
職
員
応
急
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
住
民

周
知
と
職
員
対
応
に
よ
り

災
害
時
に
備
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
最
新
の
想
定

降
雨
等
を
反
映
さ
せ
た
、

数
年
ご
と
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
改
定
や
応
急
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性
強

化
、
ま
た
、
個
別
避
難
計

画
を
現
場
で
機
能
さ
せ
る

こ
と
や
自
主
防
災
組
織
の

訓
練
等
に
よ
り
、
住
民
参

答問答

加
と
実
践
を
強
化
し
、
作

成
済
か
ら
運
用
・
実
践
へ

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

 

８
月
８
日
の
新
聞
記

事
で
、
サ
ー
ラ
嬬
恋
の
追

加
工
事
が
臨
時
議
会
で
否

決
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、

当
該
工
事
を
専
決
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
手
法

と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
社
会
的
道
義

に
反
す
る
と
し
て
、
批
判

を
受
け
る
の
は
当
然
と
考

え
る
。 

　

報
告
の
中
で
、
三
役
か

ら
謝
罪
が
あ
っ
た
も
の
の
、

村
長
が
村
政
の
一
か
ら
十

ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い

と
発
言
さ
れ
た
こ
と
は
残

念
に
思
う
。
公
務
多
忙
な

こ
と
は
理
解
す
る
が
、
村

政
を
預
か
る
立
場
と
し
て
、

村
民
の
生
活
を
第
一
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
た
ち
議
員
も
今
回
の

件
を
反
省
し
、
議
会
、
執

行
部
と
の
意
見
交
換
の
機

問

会
を
よ
り
多
く
持
つ
こ
と

を
切
に
願
う
。

 

村
長　

今
回
の
追
加

工
事
の
変
更
契
約
は
、
村

長
が
専
決
処
分
で
き
る
範

囲
内
の
金
額
で
あ
っ
た
が
、

関
連
す
る
外
構
工
事
が
議

案
と
し
て
提
出
す
る
予
定

だ
っ
た
た
め
、
当
該
工
事

に
つ
い
て
も
議
会
に
提
出

し
、
丁
寧
に
説
明
す
べ
き

と
判
断
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
否
決

の
結
果
を
受
け
、
庁
内
で

協
議
し
、
専
決
処
分
で
の

対
応
と
し
た
。

　

皆
様
に
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
す
る
。

　

今
後
は
、
専
決
処
分
と

議
会
案
件
の
取
り
扱
い
を

正
し
く
理
解
し
、
疑
義
が

生
じ
な
い
よ
う
業
務
を
遂

行
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
ご
指
摘
の
意
見

交
換
の
機
会
に
つ
い
て
は
、

業
務
を
進
め
る
う
え
で
大

変
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
る
。

答

問　今回の件を反省し、議会、執行部との意見
　　交換の機会をより多く持つことを切に願う
　村長　皆様にご心配とご迷惑をおかけしたことを
　　　　深くお詫びする

温
暖
化
対
策

伊東　正吾　議員

一般質問

※質問・答弁は要約して掲載しています。二次元コードから全体版の動画を視聴いただけます 閣
　視聴にあたっては、嬬恋村議会ホームページ上の注意（免責）事項をご一読ください

サ
ー
ラ
嬬
恋
追
加
工

事
専
決
の
件
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国
は
「
地
方
創
生
の

基
本
構
想
」
で
、
関
係
人

口
を
可
視
化
し
、
居
住
地

以
外
の
地
域
に
継
続
的
に

関
わ
る
人
を
「
ふ
る
さ
と

住
民
」
と
し
て
登
録
し
、

今
後　

年
間
で
１
０
０
０

１０

万
人
、
延
べ
人
数
１
億
人

の
創
出
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

　

関
係
人
口
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

村
長　

本
村
で
は
、

企
業
版
関
係
人
口
創
出
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
現

在
、
３
つ
の
団
体
の
事
業

を
採
択
し
、
民
間
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

問答

　

そ
の
ほ
か
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
も

ど
の
よ
う
な
事
業
が
効
果

的
な
の
か
精
査
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

 

今
年
３
月
に
庁
内
に

設
置
さ
れ
た
「
少
子
化
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

　

実
施
事
業
の
効
果
検
証

と
各
課
の
課
題
を
共
有
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

新
規
事
業
を
含
め
、
今
後

ど
の
よ
う
に
連
携
し
少
子

化
対
策
に
取
り
組
む
の
か
。

 

村
長　

出
産
可
能
な

女
性
人
口
が
少
な
い
こ
と

が
少
子
化
の
要
因
の
一
部

と
し
て
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
本
村
に
お
い
て
は
、

「
婚
活
支
援
事
業
」を
実
施

し
て
い
る
が
、
個
人
の
価

値
観
や
、
経
済
的
不
安
等
、

考
え
方
が
多
様
化
し
て
い

る
た
め
募
集
方
法
や
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
支

援
の
観
点
で
事
業
展
開
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

問答

上
に
子
育
て
し
や
す
い
村

と
し
て
発
信
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

 

本
村
は
、
令
和　

年
１７

か
ら　

歳
以
上
の
老
年
人

６５

口
の
割
合
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
。

　

そ
こ
で
、
人
口
減
少
の

速
度
を
抑
え
る
た
め
に
は

こ
の
世
代
の「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
す
対
策
が
重
要
と

な
る
。
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
。

 

村
長　

令
和
６
年
３

月
に
計
画
を
策
定
し
、「
平

均
余
命
の
延
伸
分
を
上
回

る
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を

基
本
目
標
に
掲
げ
、
様
々

な
健
康
増
進
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
健
康
診

断
を
受
け
、
受
診
が
必
要

と
な
っ
た
方
へ
の
受
診
勧

奨
、
保
健
指
導
や
健
康
教

室
、
運
動
不
足
へ
の
対
策

と
し
て
運
動
教
室
や
啓
発
、

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
実
施
事

業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

 

生
産
年
齢
人
口
の
減

問答問

少
は
、
税
収
の
低
下
や
労

働
力
不
足
等
に
よ
る
村
の

経
済
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
。

　

そ
こ
で
、
若
者
の
働
く

場
の
確
保
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
と
思
う
。

　

企
業
誘
致
は
難
し
い
状

況
だ
が
、
将
来
に
向
け
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

 

村
長　

企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
難
し
い
状
況
だ

が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ア
プ

ロ
ー
チ
も
考
え
た
い
。
ま

た
、
企
業
誘
致
に
と
ら
わ

れ
ず
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

な
ど
の
仕
事
の
場
所
に
と

ら
わ
れ
な
い
働
き
方
の
支

援
を
し
、
若
い
世
代
が
村

で
働
き
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
、
将
来
に
希

望
を
持
て
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

 

村
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、
人
口

減
少
や
社
会
経
済
状
況
の

変
化
に
よ
り
公
共
施
設
の

必
要
性
や
在
り
方
が
大
き

く
変
化
す
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
公
共
施
設
再

編
の
見
直
し
や
今
後
建
設

答問

を
目
指
す
役
場
庁
舎
等
の

規
模
や
複
合
化
等
に
つ
い

て
今
か
ら
検
討
を
ス
タ
ー

ト
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

 

村
長　

将
来
を
見
据

え
た
検
討
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村

の
財
政
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
拙
速
に
結
論

を
出
す
こ
と
は
将
来
の
村

民
負
担
を
増
大
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
財

源
の
見
通
し
を
し
っ
か
り

と
立
て
、
必
要
な
機
能
や

規
模
を
精
査
し
な
が
ら
、

段
階
的
に
検
討
を
進
め
た

い
。

 

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が

来
年
度
か
ら
工
事
着
手
に

な
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

青
山
の
土
地
の
活
用
も
含

め
、
雇
用
の
場
の
創
出
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

 

村
長　

青
山
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
上
信
道
も

含
め
、
し
っ
か
り
と
し
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作

っ
て
い
き
た
い
。

答問答

問　公共施設再編の見直しや今後建設を目指す役
　　場庁舎等の規模や複合化等について今から検
　　討をスタートすべきと考えるが
　村長　まずは財源の見通しをしっかりと立て、必要な機能や
　　　　規模を精査しながら、段階的に検討を進めたい

少
子
高
齢
化
時
代
に

向
け
た
村
政
の
対
策

に
つ
い
て

※質問・答弁は要約して掲載しています。二次元コードから全体版の動画を視聴いただけます 閣
　視聴にあたっては、嬬恋村議会ホームページ上の注意（免責）事項をご一読ください

一般質問

下谷　彰一　議員
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令
和
６
年
度
一
般
会

計
の
実
質
収
支
額
が
３
億

９
千
万
円
で
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
た
と
の
こ
と
。

　

予
算
提
案
の
際
に
、
各

事
業
を
効
率
的
に
執
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
、

豊
か
な
暮
ら
し
と
全
村
民

が
健
康
で
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
と
説
明
が
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
、

全
課
で
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
予
算
執
行
の
結

果
、
評
価
で
き
る
点
、
不

十
分
だ
っ
た
点
、
次
年
度

に
引
き
継
ぐ
点
は
協
議
さ

れ
た
の
か
。

 

村
長　

事
務
事
業
評

問答

価
を
活
用
し
、
年
度
ご
と

に
事
業
の
目
的
・
効
果
・

実
施
状
況
等
を
整
理
・
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
成
果

が
見
え
る
形
で
事
業
運
営

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
評
価
を
踏
ま
え
、

効
果
的
に
執
行
で
き
た
点

と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
地
域
経
済
振
興

へ
の
寄
与
な
ど
、
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
確
信
し

て
い
る
。

　

一
方
で
、
事
業
目
標
の

一
部
に
お
い
て
成
果
指
標

が
想
定
を
下
回
っ
た
部
分

や
今
後
に
お
い
て
改
善
策

の
検
討
が
必
要
な
部
分
も

見
受
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
点
は
、
事
務

事
業
評
価
を
通
じ
て
、
議

会
へ
の
報
告
や
庁
内
で
共

有
す
る
こ
と
で
、
次
年
度

以
降
に
お
け
る
展
開
方
針

と
し
て
、
効
率
化
、
簡
素

化
等
の
改
善
策
や
重
点
施

策
と
し
て
反
映
さ
せ
て
い

る
。

 

村
長
は
常
日
頃
か
ら

吾
妻
線
を
守
る
と
発
言
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
協
議

会
は
任
意
と
い
う
位
置
づ

け
だ
が
、
今
後
、
法
定
協

議
会
に
進
む
と
後
戻
り
は

で
き
な
い
。

　

今
こ
そ
、
村
全
体
で
吾

妻
線
を
守
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
を
守
る
決

意
を
伺
う
。

 

村
長　

村
民
・
観
光

客
の
皆
様
に
と
っ
て
重
要

な
交
通
手
段
と
い
う
認
識

が
あ
り
、
存
続
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

渋
川
・
吾
妻
地
域
在

来
線
活
性
化
協
議
会
と
の

取
り
組
み
に
対
す
る
村
長

の
考
え
は
。

 

村
長　

こ
の
協
議
会

は
渋
川
・
吾
妻
地
域
の
活

性
化
の
取
り
組
み
と
な
る

た
め
、
長
野
原
草
津
口
・

大
前
間
で
の
取
り
組
み
と

は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
協
議
会
と
も
一
体

と
な
っ
て
活
性
化
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答問答

 

６
月
議
会
定
例
会
で

質
問
を
行
っ
た
民
泊
・
貸

別
荘
に
対
す
る
問
題
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
何
か
実

施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

 

住
民
課
長　

現
在
ま

で
に
実
施
し
た
対
策
は
な

い
。

 

民
泊
や
貸
別
荘
の
数

を
調
べ
た
が
実
数
と
乖
離

が
あ
る
。
県
と
協
力
し
、

事
業
者
へ
指
導
し
て
は
い

か
が
か
。

 

住
民
課
長　

宿
泊
事

業
経
営
を
始
め
る
た
め
に

は
、
旅
館
業
法
に
基
づ
く

許
可
ま
た
は
住
宅
宿
泊
事

業
法
に
基
づ
く
届
出
が
必

要
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も

群
馬
県
知
事
へ
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
許

可
す
る
の
も
群
馬
県
で
、

市
町
村
の
権
限
に
及
ば
な

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
村
と
し
て
は
と
る
べ

き
対
策
が
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

事
故
や
事
件
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
警
察
へ
通
報
し

問答問答

て
い
た
だ
く
ほ
か
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 

消
防
署
と
協
力
し
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
方
法

等
に
係
る
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
際
に
、
併
せ
て
ゴ
ミ

や
騒
音
に
つ
い
て
も
指
導

す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

は
い
か
が
か
。

 

住
民
課
長　

作
成
、

配
布
す
る
こ
と
は
可
能
か

と
考
え
て
い
る
。

 

今
年
は
嬬
恋
村
の
涼

し
さ
を
求
め
、
例
年
よ
り

多
く
の
方
が
別
荘
地
に
訪

れ
、
民
泊
や
貸
別
荘
の
利

用
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

ゴ
ミ
や
騒
音
問
題
、
無

許
可
営
業
な
ど
が
今
後
広

が
る
懸
念
が
あ
り
、
早
期

に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

条
例
や
要
綱
等
を
制
定

す
る
考
え
は
。

 

住
民
課
長　

許
可
や

届
出
は
群
馬
県
知
事
に
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

村
が
許
可
、
届
出
を
受
理

す
る
権
限
は
な
い
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
条
例
や

要
綱
の
制
定
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

問答問答

問　ゴミや騒音問題、無許可営業などに対
　　する条例や要綱等を制定する考えは
　住民課長　嬬恋村に許可・届出受理の権限がない。現在
　 のところ条例や要綱の制定は難しいと考えている

令
和
6
年
度
決
算
に

つ
い
て

一般質問

J
R
吾
妻
線
を
守
る

決
意
と
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て

伊藤　洋子　議員

※質問・答弁は要約して掲載しています。二次元コードから全体版の動画を視聴いただけます 閣
　視聴にあたっては、嬬恋村議会ホームページ上の注意（免責）事項をご一読ください

民
泊
・
貸
別
荘
営
業
へ

の
具
体
策
を
求
め
る
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令
和
５
年
よ
り
建
設

が
始
ま
っ
た
サ
ー
ラ
嬬
恋

は
、
右
往
左
往
し
た
が　
１０

月
１
日
竣
工
を
迎
え
る
運

び
と
な
っ
た
が
、
建
設
費

の
高
騰
に
よ
り
、
多
額
の

借
金
が
の
し
か
か
る
こ
と

に
な
る
。

　

嬬
恋
村
で
は
、
国
営
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
下
水
道

事
業
、
学
校
再
編
の
事
業

に
よ
り
財
政
難
と
な
っ
た

時
期
が
あ
っ
た
が
、
当
時

の
執
行
部
が
苦
渋
の
思
い

で
財
政
計
画
を
作
成
し
、

職
員
や
各
事
業
所
等
の
予

算
縮
小
に
よ
り
立
て
直
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

現
在
、
村
債
は
全
体
で

い
く
ら
か
。
ま
た
、
そ
の

内
、
補
助
金
と
し
て
見
込

め
る
金
額
は
ど
の
程
度
か
。

問

 

村
長　

令
和
６
年
度

末
の
一
般
会
計
に
お
け
る

地
方
債
残
高
は
、　

億　
６８

３９

万
４
千
円
で
、
こ
の
内
、

交
付
税
措
置
が
見
込
ま
れ

る
金
額
に
つ
い
て
は
、
一

概
に
算
定
す
る
こ
と
は
困

難
だ
が
、
令
和
６
年
度
決

算
に
お
い
て
は
、
元
利
償

還
額
の
７
億
３
０
４
０
万

円
の
内
、
５
億
３
１
４
４

万
６
千
円（
償
還
額
の　
・
７２

８
％
）
が
交
付
税
措
置
さ

れ
て
い
る
。

 

こ
の
先
、
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
、
修
繕
整
備
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
上
下

水
道
に
つ
い
て
は
、
村
民

に
協
力
を
求
め
る
の
か
。

 

村
長　

簡
易
水
道
、

下
水
道
も
昨
年
度
か
ら
公

営
企
業
会
計
と
な
り
独
立

採
算
が
原
則
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

で
黒
字
化
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
総
資
産
に
対
し

収
益
が
極
端
に
少
な
く
、

今
後
計
画
的
に
施
設
の
更

新
工
事
を
行
っ
て
い
く
に

は
資
金
不
足
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
上
下

答問答

水
道
事
業
経
営
戦
略
の
見

直
し
で
は
、
人
口
減
少
を

考
慮
し
た
料
金
収
入
と
今

後
必
要
な
施
設
の
更
新
費

用
の
算
出
に
よ
り
、
適
正

な
料
金
体
系
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
お
り
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

以
前
、
近
隣
の
町
の

水
道
料
が
日
本
一
高
い
と

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

 

上
下
水
道
課
長　

過

去
に
も
水
源
確
保
や
石
綿

管
更
新
、
経
営
改
善
と
い

う
理
由
で
数
度
見
直
し
が

行
わ
れ
て
き
た
。

　

今
後
、
事
業
継
続
を
前

提
に
料
金
を
見
直
す
こ
と

と
な
る
が
、
施
設
の
縮
小

や
統
廃
合
、
補
助
事
業
の

活
用
、
D
X
を
取
り
入
れ

た
効
率
化
等
、
広
範
囲
に

わ
た
り
検
討
を
行
い
た
い
。

 

令
和
６
年
度
決
算
で

は
、
３
億
９
４
８
６
万
円

の
繰
越
が
あ
っ
た
。
３
月

時
点
で
実
質
収
支
額
は
わ

か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
な

問答問

ぜ
こ
の
金
額
を
つ
ま
ご
い

ま
つ
り
等
に
使
え
な
か
っ

た
の
か
。

 

村
長　

次
年
度
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
２

月
中
旬
に
は
予
算
案
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
一
方

で
、
前
年
度
の
決
算
に
お

け
る
繰
越
額
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
支
払
い
が
３
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
集
中
す

る
た
め
、
歳
出
の
確
定
や

精
算
に
よ
り
繰
越
額
が
ど

の
程
度
に
な
る
か
、
予
算

編
成
時
点
で
は
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、

当
初
予
算
編
成
の
段
階
で

は
繰
越
額
を
見
込
ん
で
積

極
的
な
事
業
展
開
を
行
う

こ
と
は
財
政
運
営
上
リ
ス

ク
が
高
く
、
健
全
な
財
政

管
理
の
観
点
か
ら
も
困
難

で
あ
る
。

　

今
後
は
、
決
算
見
込
み

の
精
度
向
上
や
財
源
確
保

の
工
夫
を
含
め
、
で
き
る

限
り
住
民
の
皆
様
の
楽
し

み
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
。

答

 

本
村
に
は
、
腎
臓
機

能
障
害
に
よ
る
人
工
透
析

で
通
院
さ
れ
、
通
院
費
の

補
助
を
受
け
て
い
る
方
が

い
る
。
だ
が
、
補
助
を
受

け
る
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
る
。

　

透
析
を
受
け
ら
れ
る
病

院
も
少
な
く
、
遠
く
ま
で

通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

透
析
患
者
の
通
院
費
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

 

村
長　

腎
臓
機
能
障

害
者
等
通
院
助
成
制
度
に

よ
り
、
通
院
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
る
。

　

チ
ョ
イ
ソ
コ
つ
ま
ご
い

に
お
い
て
も
、
透
析
実
施

医
療
機
関
で
あ
る
櫻
井
医

院
が
停
留
所
と
な
っ
て
お

り
、
障
害
手
帳
を
お
持
ち

の
方
も
利
用
で
き
る
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
行
制
度
の
周
知
と
利

用
促
進
に
努
め
た
い
。

問答

一般質問
問　インフラの維持、修繕整備が必要となってくる。
　　上下水道については、村民に協力を求めるのか
　村長　人口減少を考慮した料金収入と今後必要な施設の更
　　　　新費用の算出により、適正な料金体系のシュミレーション
　　　　も行っており、その内容を踏まえ、検討を行っていきたい

財
政
に
つ
い
て

人
工
透
析
通
院
費
に

つ
い
て

大久保　守　議員大久保　守　議員

※質問・答弁は要約して掲載しています。二次元コードから全体版の動画を視聴いただけます 閣
　視聴にあたっては、嬬恋村議会ホームページ上の注意（免責）事項をご一読ください
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こ
の
事
業
は
平
成　
１４

年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
事

業
で
あ
る
。
海
外
交
流
派

遣
事
業
は
近
年
受
け
入
れ

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
調
整
が
つ

か
ず
、
中
止
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
中
学
生
の
派

遣
事
業
は
座
間
味
村
の
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
年
の
参
加

希
望
人
数
と
派
遣
生
徒
数

を
伺
う
。

 

教
育
長　

応
募
人
数

は
男
子
８
名
、
女
子
８
名

の
計　

名
で
、
そ
の
内
、

１６

派
遣
生
徒
は
、
男
子
６
名
、

女
子
６
名
の
計　

名
だ
っ

１２

た
。

 

生
徒
の
負
担
金
は
。

 

教
育
長　

一
人
あ
た

問答問答

り
４
万
円
と
し
て
い
る
。

 

座
間
味
村
交
流
事
業

に
係
る
事
業
費
の
総
額
は
。

 

教
育
長　

事
業
費
総

額
は
２
１
１
万
１
５
６
２

円
で
あ
っ
た
。
今
年
度
は
、

突
発
的
な
行
程
変
更
が
生

じ
、
通
常
の
行
程
に
比
べ
、

　

万
円
ほ
ど
増
加
と
な
っ

９０て
い
る
。

 

派
遣
生
徒
の
選
出
方

法
は
。

 

教
育
長　

中
学
校
に

て
応
募
の
あ
っ
た
生
徒
に

つ
い
て
、
日
常
の
学
習
態

度
、
学
級
活
動
の
積
極
性
、

部
活
動
へ
の
取
組
等
を
考

慮
し
面
接
を
行
い
、
併
せ

て
、
応
募
作
文
等
を
参
考

に
し
て
、
男
女
推
薦
該
当

者
を
校
長
が
教
育
委
員
会

へ
推
薦
す
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
校
長

か
ら
の
推
薦
者
に
つ
い
て

可
否
の
確
認
を
行
い
、

「
可
」
と
し
た
男
女
別
の

生
徒
数
が
、
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
派
遣
可
能
人
数
を
上

回
る
場
合
は
、
参
加
希
望

者
及
び
関
係
者
立
ち
会
い

の
下
で
、
抽
選
に
よ
り
派

問答問答

遣
者
を
決
定
す
る
。

 

応
募
生
徒
数
が
上
回

っ
た
際
、
派
遣
可
能
人
数

を
増
や
す
選
択
は
な
か
っ

た
の
か
。

 

教
育
長　
　

年
ほ
ど

１０

前
に
は
１
名
だ
け
抽
選
に

よ
り
派
遣
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
派
遣
人
数

を
定
め
募
集
し
て
い
る
こ

と
や
、
座
間
味
村
の
受
け

入
れ
側
の
問
題
、
教
育
的

な
観
点
か
ら
も
そ
こ
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 

冬
期
交
流
で
座
間
味

村
か
ら
中
学
生
が
派
遣
さ

れ
る
と
思
う
が
何
名
来
て

い
る
の
か
。

 

教
育
長　

本
年
度
は

　

名
を
予
定
し
て
い
る
。

１２
 

こ
の
派
遣
事
業
は
単

な
る
思
い
出
づ
く
り
に
と

ど
ま
ら
ず
、
将
来
、
嬬
恋

村
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

と
地
域
に
愛
着
を
感
じ
て

も
ら
え
る
こ
と
で
、
長
期

的
に
は
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
対
策
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問

　

負
担
金
を
理
由
に
応
募

で
き
な
い
生
徒
を
防
ぐ
た

め
、
こ
の
負
担
金
設
定
が

適
切
か
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

 

教
育
長　

今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 

小
学
校
の
夏
休
み
中

の
プ
ー
ル
利
用
の
日
数
が

少
な
い
と
の
意
見
を
保
護

者
か
ら
聞
く
が
現
状
を
伺

う
。

 

教
育
長　

夏
休
み
中

の
プ
ー
ル
開
放
は
、
子
ど

も
達
の
安
全
な
遊
び
場
や

泳
力
向
上
、
体
力
づ
く
り

等
に
役
立
つ
が
、
近
年
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
対

策
や
登
下
校
の
安
全
対
策
、

水
質
や
水
温
、
気
温
の
管

理
、
指
導
者
及
び
監
視
体

制
等
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
背

景
と
し
て
、
近
年
で
は
、

多
く
の
小
学
校
に
お
け
る

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
開
放

に
つ
い
て
、
縮
小
や
廃
止

答問答

を
含
め
た
慎
重
な
対
応
が

顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　

本
村
小
学
校
の
現
状
だ

が
、
東
部
小
学
校
に
つ
い

て
は
本
年
度
か
ら
学
校
と

し
て
の
プ
ー
ル
開
放
は
行

っ
て
い
な
い
。

　

主
な
理
由
と
し
て
は
、

群
馬
県
小
学
生
水
泳
記
録

会
の
廃
止
に
伴
い
、
吾
妻

郡
小
学
生
水
泳
記
録
会
が

廃
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

校
内
で
の
水
泳
強
化
練
習

を
行
わ
な
く
な
っ
た
こ
と

と
社
会
教
育
と
の
連
携
で

村
民
プ
ー
ル
と
し
て
東
部

小
の
プ
ー
ル
を
開
放
し
て

い
る
た
め
。

　

西
部
小
学
校
に
つ
い
て

は
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
は

全
８
日
間
、
各
学
年
４
日

間
と
な
っ
て
い
る
。

　

徐
々
に
プ
ー
ル
開
放
日

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
の

が
現
状
で
、
そ
の
背
景
に

は
、
水
泳
強
化
練
習
の
廃

止
や
危
険
な
暑
さ
の
増
発
、

感
染
症
リ
ス
ク
の
回
避
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
調
整
困

難
、
活
動
時
間
の
制
約
、

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
な

ど
が
主
な
も
の
と
な
る
。

問　村への愛着を育み、人口減少対策にもつな
　　がる。負担金を理由に応募できない生徒を
　　防ぐため、適切な負担金設定の検討を
　教育長　検討していきたい

中
学
生
座
間
味
村

交
流
事
業

松本　幸　議員

一般質問

※質問・答弁は要約して掲載しています。二次元コードから全体版の動画を視聴いただけます 閣
　視聴にあたっては、嬬恋村議会ホームページ上の注意（免責）事項をご一読ください

夏
休
み
の
プ
ー
ル

利
用
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前
回
の
参
議
院
選
挙

で
は
外
国
人
と
の
共
生
が

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　

市
区
町
村
の
外
国
人
の

占
め
る
割
合
が　

％
を
超

１０

え
る
と
地
元
住
民
と
の
文

化
摩
擦
が
生
じ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　

嬬
恋
村
で
は
夏
の
キ
ャ

ベ
ツ
の
収
穫
期
に
な
る
と

外
国
人
の
人
口
は
８
０
０

人
ほ
ど
と
な
り
、
外
国
人

と
の
共
生
に
お
い
て
問
題

が
生
じ
る
前
に
対
策
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
備
え
が
必

要
と
考
え
て
い
る
か
。

 

村
長　

相
互
理
解
の

促
進
、
円
滑
な
意
思
疎
通

の
確
立
、
相
談
・
支
援
体

制
の
整
備
等
が
あ
げ
ら
れ
、

問答

具
体
的
に
は
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
じ
た
交
流
機
会
の
提

供
、
日
本
語
教
室
開
催
に

よ
る
日
本
語
能
力
向
上
の

支
援
、
庁
内
に
お
け
る
各

課
間
の
連
携
強
化
に
よ
る

問
題
の
早
期
解
決
を
図
る

体
制
の
整
備
等
に
よ
り
、

問
題
発
生
の
備
え
と
し
て

ま
い
り
た
い
。

 

外
国
人
と
上
手
く
付

き
合
う
こ
と
に
つ
い
て
、

現
在
ど
の
よ
う
な
問
題
が

現
場
で
起
き
て
い
る
か
。

 

交
流
推
進
課
長　

在

住
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

戸
惑
い
や
不
安
を
感
じ
ら

れ
て
い
る
方
が
い
る
こ
と

や
、
雇
用
主
か
ら
は
地
域

と
関
わ
る
機
会
が
な
か
な

か
持
て
な
い
と
の
声
が
あ

る
。

　

上
手
く
付
き
合
っ
て
い

く
に
は
相
互
理
解
が
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

日
本
語
学
力
向
上
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
や
交
流
機
会

の
提
供
を
行
い
、
相
互
理

解
の
促
進
や
問
題
の
未
然

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

 

不
法
滞
在
等
の
問
題

は
生
じ
て
い
る
か
。

 

総
務
課
長　

本
村
に

お
い
て
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
引
き
続
き
、
治
安

や
安
全
確
保
の
観
点
か
ら

も
警
察
等
と
の
連
携
を
密

に
し
、
情
報
交
換
や
必
要

に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

 

農
業
分
野
に
お
け
る

外
国
人
労
働
者
の
問
題
は
。

 

農
林
振
興
課
長　

現

状
と
し
て
は
特
に
問
題
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

策
定
の
中
で
外
国
人
に
関

す
る
課
題
に
対
し
、
庁
内

横
断
の
組
織
を
つ
く
る
考

え
は
あ
る
か
。

 

副
村
長　

必
要
で
あ

れ
ば
関
連
す
る
各
課
で
横

の
連
携
を
と
り
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
等
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
。

 

天
候
異
変
の
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

問答問答問答問

お
り
、
特
に
線
状
降
水
帯

発
生
に
よ
る
水
害
が
頻
発

し
て
い
る
。

　

群
馬
県
で
も
気
温
が
上

が
り
、
外
で
働
く
こ
と
が

辛
く
な
っ
た
り
、
夜
も
ク

ー
ラ
ー
が
な
く
て
は
寝
ら

れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。

　

気
温
の
上
昇
に
伴
う
嬬

恋
村
の
観
光
業
へ
の
影
響

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

 

村
長　

す
で
に
真
夏

に
関
し
て
は
集
客
が
あ
り
、

周
辺
の
避
暑
地
も
含
め
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
気
味

の
飽
和
状
態
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
暑
さ
が
落
ち
着

く
９
月
か
ら　

月
に
か
け

１１

て
賑
わ
う
他
地
域
の
大
手

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
か
ら
涼

し
い
嬬
恋
村
へ
の
シ
フ
ト

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 

農
業
、
観
光
に
続
き
、

不
動
産
業
を
育
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
暑
さ
か
ら

の
避
難
を
望
む
人
達
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
移
住
の

宣
伝
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答問

 

村
長　

令
和
元
年
度

か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
を
開

設
し
、
こ
れ
ま
で
高
い
成

約
率
で
推
移
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に

取
り
扱
い
事
業
者
が
２
社

追
加
と
な
り
、
現
在
合
計

６
社
で
バ
ン
ク
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
取
扱
事
業
者
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
不
動

産
業
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

　

次
に
、
移
住
の
宣
伝
に

つ
い
て
は
、
嬬
恋
村
が
避

暑
地
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
移
住
相
談
を
通
し

て
も
一
定
程
度
認
知
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
が

夏
の
冷
涼
な
気
候
に
特
化

し
た
情
報
発
信
が
十
分
で

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
朝
晩
の
過
ご
し

や
す
さ
を
体
験
す
る
ツ
ア

ー
の
企
画
や
嬬
恋
村
と
東

京
都
の
気
象
デ
ー
タ
に
よ

る
比
較
な
ど
も
行
い
な
が

ら
、
嬬
恋
村
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

答

問　暑さからの避難を望む人達をターゲット
　　にした移住の宣伝が必要と考えるが
　村長　朝晩の過ごしやすさを体験するツアーの企画や嬬恋村
　　　　と東京都の気象データによる比較なども行いながら、
　　　　嬬恋村の魅力を発信していきたい

外
国
人
移
民
に
つ
い

て

嬬
恋
村
を
日
本
の
最

高
の
避
暑
地
に

※質問・答弁は要約して掲載しています。二次元コードから全体版の動画を視聴いただけます 閣
　視聴にあたっては、嬬恋村議会ホームページ上の注意（免責）事項をご一読ください

一般質問

大野　克美　議員
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今
年
も
慣
例
に
な
っ
て

い
ま
す
議
会
の
市
場
視
察

で
、
８
月　

日
、　

日
の

２１

２２

二
日
間
、
名
古
屋
市
中
央

卸
売
市
場
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

議
員
全
員
と
村
か
ら
村

長
、
農
林
振
興
課
長
、
議

会
事
務
局
、
J
A
嬬
恋
村

よ
り
組
合
長
と
計　

名
の

１６

参
加
で
し
た
。

　

議
会
の
市
場

視
察
は
、
何
十

年
も
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
視

察
で
、「
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
生

産
出
荷
を
村
行

政
も
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
こ
と

で
、
安
心
安
全

を
安
定
的
に
約

束
で
き
る
産
地

で
す
」
と
市
場

に
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
名
古
屋
青
果

（
株
）
と
の
意
見
交
換
会

で
出
た
意
見
と
し
て
、

○
少
子
高
齢
化
社
会
に
よ

る
人
口
減
の
進
行
に
よ
り
、

消
費
が
減
少
し
て
い
る

○
以
前
は
高
価
な
の
で
カ

ッ
ト
売
り
を
し
た
の
だ
が
、

安
価
な
の
に
カ
ッ
ト
し
な

い
と
売
れ
な
い

○
若
者
が
料
理
を
し
な
く

な
っ
た
＝
一
次
加
工
品
の

増
加

○
外
食
産
業
の
輸
入
量
が

増
加
し
て
い
る
＝
主
に
中

国
産

○
業
務
関
係
の
増
量

○
出
荷
数
量
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

○
販
路
の
増

○
多
品
目
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
　

な
ど
の
話
が
出
ま
し
た

が
、
重
要
な
事
は
社
会
の

変
化
に
よ
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト

も
変
化
し
て

い
る
の
で
、

産
地
生
産
者

も
そ
れ
に
伴

い
、
色
々
な

策
を
考
え
て

い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

　

特
に
価
格

は
需
要
と
供

給
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
基
本

な
の
で
、
販

路
の
増
と
出

荷
数
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
が
、
J
A
・
商
系
を
問

わ
ず
に
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
者
に
と
っ
て
、
ど

ち
ら
も
嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ

ツ
な
の
だ
か
ら
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　

松
本　

幸

名
古
屋
市
中
央
卸
売
市
場

北
部
市
場
・
本
場
を
視
察

着荷状況視察

名古屋青果(株)会議室での意見交換会

議 案 の 審 議 結 果
121110987654321

議
決
結
果

反　
　

対

賛　
　

成

議員名等

議案名

大
野　

克
美

大
久
保　

守

伊
藤　

洋
子

松
本　
　

幸

土
屋　

幸
雄

佐
藤　

鈴
江

石
野　

時
久

黒
岩　

敏
行

下
谷　

彰
一

伊
東　

正
吾

土
屋　

哲
夫

黒
岩　

智
未

第４回臨時会

○○○○○－○○○○○○可011
物品購入

サーラ嬬恋　一般家具・什器備品の購入。

○退○○○－○○○○○○可010
工事請負契約の変更

サーラ嬬恋（旧嬬恋会館）建設工事　外構工事の請負契約の変更。

×○×××－××××××否101
工事請負契約の変更

サーラ嬬恋（旧嬬恋会館）建設工事（電気設備工事）の請負契約の
変更。
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議 案 の 審 議 結 果
121110987654321

議
決
結
果

反　
　

対

賛　
　

成

議員名等

議案名

大
野　

克
美

大
久
保　

守

伊
藤　

洋
子

松
本　
　

幸

土
屋　

幸
雄

佐
藤　

鈴
江

石
野　

時
久

黒
岩　

敏
行

下
谷　

彰
一

伊
東　

正
吾

土
屋　

哲
夫

黒
岩　

智
未

第５回定例会

○○○○○－○○○○○○可011
嬬恋村教育委員会委員の任命同意

任期満了に伴い、再任することについて同意するもの。

○○×○○－○○○○○○可110令和6年度一般会計歳入歳出決算認定

○○×○○－○○○○○○可110令和6年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

○○○○○－○○○○○○可011令和6年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定

○○○○○－○○○○○○可011令和6年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

○○○○○－○○○○○○可011令和6年度簡易水道事業会計決算認定

○○○○○－○○○○○○可011令和6年度上水道事業会計決算認定

○○○○○－○○○○○○可011令和6年度下水道事業会計決算認定

○○×○○－○○○○○○可110令和7年度一般会計補正予算（第2号）

○○×○○－○○○○○○可110令和7年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

○○○○○－○○○○○○可011令和7年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

○○○○○－○○○○○○可011令和7年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

○○○○○－○○○○○○可011

嬬恋村行政手続きにおける個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の全部改正

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関しては、「行政手
続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」第9条第2項の規程により条例で定めておく必要があ
るため、条例の全部を改正。

○○○○○－○○○○○○可011
嬬恋村税条例の一部改正

地方税法の一部を改正する法律により地方税法が改正されたことに
伴い、条例の一部を改正。

○○○○○－○○○○○○可011

嬬恋村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の
ための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正

嬬恋村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤
強化に関する法律第26条の地方公共団体等を定める省令の改
正に伴い、条例の一部を改正。

○○○○○－○○○○○○可011
嬬恋村介護保険条例の一部改正

今井辺地について、生活環境の向上を図るため辺地総合整備計画を
変更するもの。

○○○○○－○○○○○○可011
物品購入

第7分団可搬消防ポンプ付きワンボックス型積載車の購入。

※　可・・・可決、否・・・否決、○・・・賛成、×・・・反対、欠・・・欠席、退・・・退席
※　議長は採決に加わりませんので、「−」で表示しています。（議長　７番　佐藤　鈴江）



嬬恋村議会だより ２令和７年１０月１５日発行 １６嬬恋村議会だより

■編集発行／嬬恋村議会  〒３７７-１６９２  群馬県吾妻郡嬬恋村大字大前１１０番地
■発行責任者／議長　佐藤　鈴江
　☎0279-96-1972　E-mail：gikai@vill.tsumagoi.gunma.jp

優勝した大笹４の皆さん

優勝は大笹4
第26回嬬恋村議会議長杯
ゲートボール大会

　９月１９日、総合グランドで開催され、２０チーム
が参加しました。
　結果は次のとおりです。

優　勝 　大笹４　　 
準優勝 　干俣１　　 
三　位 　鎌原３　　 

議会だよりや本会議の議事
録等がご覧いただけます

 検索嬬恋村議会

　

9
月
議
会
は
決
算
議
会
で
あ
り
ま
す
。

決
算
書
の
最
後
に
実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
と
い
う
項
目
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ

は
平
た
く
言
え
ば
一
年
間
の
収
支
の
額
を

表
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
６
年
度
は
約

６
億
強
の
お
金
が
残
り
ま
し
た
。
執
行
率
は

　

％
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
支
払
い
に
使
わ

９３な
く
て
は
な
ら
な
い
額
が
２
億
円
で
残
っ
た

お
金
が
約
３
億
円
強
で
す
。
そ
の
お
金
も
サ

ー
ラ
嬬
恋
の
建
設
費
に
充
て
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、村
民
の
皆
様
に

お
約
束
し
た
事
柄（
執
行
率
）が
１
０
０
％

出
来
な
か
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
よ
い
よ
サ
ー
ラ
嬬
恋
が
竣
工
致

し
ま
し
た
。
年
間
の
管
理
費
用
が
約
１
７

０
０
万
円
か
ら
２
０
０
０
万
円
掛
か
る
と

の
試
算
で
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ラ
嬬
恋
は
皆

さ
ん
も
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

収
益
を
上
げ
ら
れ
る
建
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
言
っ
て
も
管
理
費
用
の
足
し
に
な
る

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
施
設
の

利
用
方
法
に
依
っ
て
は
有
償
無
償
と
な
り

ま
す
が
、
多
く
の
村
民
の
方
々
が
利
用
し
て

頂
く
事
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

大
久
保　

守　

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会　

　
 

委
員
長　

黒
岩　

敏
行

 

副
委
員
長　

大
久
保　

守

　
 

委　
　

員　

石
野　

時
久

 

土
屋　

幸
雄

 

松
本　
　

幸

編

集

後

記

７月
　　　３１日　第６回議会運営委員会
　　
８月
　　　７日　第４回議会臨時会
　　　２１日　市場視察
　　〜２２日　
　　　２６日　第７回議会運営委員会

９月
　　　１日　第５回全員協議会
　　　　　　第５回定例会本会議（開会）
　　　２日　第６回全員協議会（第１日）
　　　４日　第６回全員協議会（第２日）
　　　８日　本会議（第２日） 
　　　　　　第３回総務文教常任委員会
　　　　　　第３回産業建設常任委員会
　　　　　　第２回村活性化対策特別委員会
　　　１２日　本会議（最終日）
　　　　　　第５回議会広報編集委員会
　　　２９日　第６回議会広報編集委員会

議 会 日 誌 ササササササササササーーーーーーーーーーララララララララララ嬬嬬嬬嬬嬬嬬嬬嬬嬬嬬恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣工工工工工工工工工工サーラ嬬恋竣工式式式式式式式式式式式

　令和5年度から建設が進められていたサーラ嬬
恋の竣工式が10月1日に開かれ、村議会議員ら関
係者138名が出席しました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか　議会を傍聴してみませんか。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

　傍聴の手続きは簡単で、傍聴当日に議場の傍聴

人受付票に必要事項を記入し、投函していただく

だけです。ぜひ、傍聴してみてください。

次回定例会の予定／

令和7年12月2日（火）〜12日（金）　午前10時開議

１８


